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ろ 広葉樹二 次林 の成 長に関す る研究

汰 木 達 郎

山岳奥地林の伐採がすすむにつれ、 伐採跡地の更新が大きな問 題となつ て電て於 り、いわ ゆる

人工 更籍が こん なんで天然更新にた よらざるをえない場 所 もか な り晃 られ る。そ こで 当地 方で の

天然更新 に関する基礎的資料を うる 目的か らモ ミ、 ツガの点 在す る落葉広葉樹 林につい て調査 を

諭 こなつているが、42年 度は主 と して焼畑跡地 に成立 してい る広 葉樹二 次林 を調査 した。

調査地.宮 崎演習林17林 班 、高度1.050m基 岩 黒 色千枚岩 質粘板岩、傾斜350前 後 、

北 向き斜面

結 果 焼畑跡の二次林の成立には 前生樹の影響がかな 少み とめ られ、早い時期 に発生す る

ものには 前生樹の根株 より発生 した と考え られ る萌芽性 の強い シロモジや 陽生 のい

わ ゆる先駆種で あるヤマザ クラ、 ヤナ ギ、 ノ リウツギ等 が多い。 ガマズ ミ、 ク ロ愚

ジ等はか なりたつてか ら発生 してい る、そ の他の シデ類、 ミズ メ等 につい ては、 は

つ き9し た傾 向はみ とめ られ なかつた,。なお 結果の詳細につい ては、 日林九支論文

集第21号22～24P1の67に 発 表 している。

と ころで この調査で問題になつたのは樹 令の推定であつた。 広葉樹の場 合、 樹種

によつ ては、偽年輪が 多 く樹 令の推定が きわめて こん なん な ものが多い。 この場合

の灘定で も樹種 によつ てはかな り誤差寮生 じている ことが考え られる。 この ような

ことか ら肥大成 長 と年輪 との 関係 を明 らかにするために耳3年 度は と くに樹 令の推

定 が こん なん な ミズ メ、 カエデ、 ヒメシヤ ラ等の樹種について時期罰の罷大成長を

測定す る ことに してい る。

4林 内 微 気 象 に 関す る研 究

汰 木 達 郎

林内の温湿度等については41年 度より測定を始めているが、本年度よ9林 内の光線量の測定

を定期的に灘定することに した。

林内光線童の測定

林内光線が樹種 。疎密度のちがいによつて量的、質的にあるいは時期的にどのように変るか

をあきらかにするために41年 度に設定 した林内微気象観測地に鉛いて42年9月 よ9測 定を



お・こなつている。

測 定 方 法

積算照度計(東 洋理 化工業㈱製)を 用いて スギ林(無間伐 区 ・間伐 区)・ 広葉樹林内の各定

点 に慶いて光量を紫外部(5o9～48oμ)・ 可祝部(48o～7oOμ)6赤 外 部(798

～12ooμ)に 分けて測定をk・こなつている。

測 定 時 期

昭和42年9月 より晴天の 目をえ らんで毎 月1回 、1年 間 の予定で 測定 をは じめた。

Bス ギ ザ イ ノタマバエ に 関 す る研 究

1ス ギ ザイ ノタマバエ 幼 虫の 季節的変 化に関す る調査

・ 汰 木 達 郎

場所 ・調査方法は前年度に同じ.

本調査は40年6月 より開始した もので、下表は前年度の報告書に引続嚢調査 した結果であ

る。調査は今後さらに続行する予定である。'


